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要 旨: 未利用樹積研究班 (林試〉が「パプアニューギニア材の加工的性質j の試験IC供 した樹租

のうち， 34 ;j:MH� (41 似休〕について， 2 植の酸性染料の浸透性を淵ベた。

2 和ーの染料を比絞すると ， Cedar Brown 61250 の方が Alizarine Brilliant Sky Blue R 182% 

よりも，ほとんどの樹極において良い反透性を示した。樹租1/\]1ζ おける染料法透性の差異が顕著IC現

われた。川弘料とも浸透性の良い樹植は 15 紛極(15 個体) (アルストニア ， ダイゾ ッタスペアン

チア リ ス ， ラブラ ，エボ ジア ， プランチョネラ ， アンベロイ ， セノレチス ， スポン ジアス，ピメロデン

ドロン，カンジス ， ダイゾッタスホ2， ノマラノレトカ Jレプス ， ホワイトシリス ， ステノレクリア〉あり ， 染

色単板用原木としての;t用性があると考えられる。一方， 同染料とも浸透性の恕い樹麗は 9 樹極 (12
Mlf本) (クワンドン， カロフィノレム ， カメレレ判， ウォーターガム，タ ウン判， タウン判，ノマラキュウ

ム，スロア不ア ， パシフィ γ クメイプノレ)あり ， とれらを染色する ζ とは囚縦である。

一般に， 会l;iZ比ill:が 0.40 以下， !汲水品(仮 日而) が 60mgfcm' ・ day 以上， 7k加圧i注入位が 150kgfm'

以上の樹積は ， それぞれ染料の浸透通路を十分有している。 五~'，l;;IJれ率は染料浸透1止と特IC関係はな

い。材'1' あるいは材表而における染料の選択的 l政行は ， 1汲水i止の少ない樹極lζ JlJi?r'1ζ起き，企~t比m

・ ;W;切れ ~%{ ・水加 1 I王注入誌に関 してはり]礁ではない。

材{与がI炎 lご!な樹砲は，染料の訟透;m路を十分有しており，染料の~択 ((.J吸おは ， 材色がVJ]l い樹五I! IC

起きやすい。
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I はじめに

一般に木材を化学的に加工 ・ 処理するためには， 塗装のよ う な表面処理の場合を除き ， 薬剤を木材内部

へ浸透させることが必要となる。防腐処理 ・ 樹脂処理や，寸法安定化・ WPC 化なども， すべて薬剤の木

材内部への浸透およびその後の化学反応によって完遂される。しかし， 木材の浸透性は， 樹種によって，

また浸透する薬剤の種類によっても異なることが， 水1}2〉S〉 ， 防腐剤ベ ビニノレモノマ一日などを用いての

研究によって明らかにされている。

パフ。アニュ ーギニア材の水浸透性lと関しては . !汲水性別りと水加圧注入性7)の試験が行われ， 樹種lとよっ

て非常に差がある乙とが報告されている。

本報告においては， パプアニュ ーギニア材の染料浸透性を調べた。染料によって染色された単仮は， 従

来から ， フローリングや家具用に使用されている。近年， 染色単板積回材から人工木理をもっ化粧単板が

製造され， 主に熱帯材が染色用単板として用いられている。パプアニューギニア材の染料渓'透性を調べる

ζ とは， その利用のためのひとつの資料を提供することになろう。

一方， N薬剤" の浸透性を調べるという意味においても， 染料を用いるととは， 浸透の均一性 ・ 不均一

性を色調から容易に判断するととができるとともに久 木材組織の構成要素の染色性lζ関する知見も得る

乙とができるとい う利点をもっ円薬剤が均一に浸透するか否かは， その浸透速度 ・ 浸透量とともに， 化

学加工上の重要な問題である。

本報告では， 染料浸透性と用いた単板の全乾比重 ・ 哀割れ率10) 11) との関係， および， 材の l汲水量引の と

水加圧注入:Ifl:7) との関係についても ， 既報の数値を引用して若干の考察を加えた。さらに ， 染料浸透性と

材色の濃淡との関係、についても検討を試みた。

E 実 験

1. f共 試樹種

供試樹種は， 未利用樹程研究班(.j<"*試)が 「ノマフ。アニューギニア材の加工的性質J の試験lζ供した樹種



パフ。アニ ュ ーギニア材の染料浸透性 (後藤 ・ 黒須 ・ 加藤 ・ 基太村 ・ 故堀池〉 - 105 ー

のう ち ， 東ニューブ リテン産材 22 樹程 (28 個体)と西ニ ュ ーブリテン産材 13 樹極 (13 個体) ， 合計 34

樹極 (41 個体) である (カメレレがE複して供されている)。

2. 試験片

供試木の中には， 気乾H寺lζ ， 辺 ・ 心材の境界や心材の純聞が椛認しにくい樹種があるので， 供試丸太の

形状の測定表lζ辺材帽の記録がある樹極を， 辺 ・ 心材の区別が可能な樹種とした円12) 。

(1) 染色試験用単板

木材f，jl ， 1J[1工研究室 (現在は， 機械加工研究室〉 において， 小型のベニヤレース lとより ， 生材状態で厚

さ 1mm lζ 切削した単板を用い， 50
0

C の恒温乾燥機で乾燥後， 柄 5cm， fミさ 5cm Iζ切って実験に供し

た。辺 ・ 心材の区別が可能な樹種の場合は心材 l".jl を， そうでない場合は， 樹心から半径の約 1 /3 と 1 /2 の

円周にはさまれた部分を用いた。

(2) 全f吃比重 ・ 哀割れ率出IJ ;<)::単板10)11)

染色試験用単板は， 乙れらの測定単板のどく近傍から採取されているので， 両者はほぼ同じ印位と見な

すととができる。

(3) 吸水試験片6) 7)

*ニュ ー ブ リ テン産材の場合は， 樹心から半径の 2/3 の円]T;J Iζ沿う部分より採取し， 天然乾燥を行った

後， 30X30X100 (!l4u方向) mm のニ方柾試験片を作製 している 6) 。 乙れらの試験片のうち ， 辺 ・ 心材の

区日IJが可能な樹砲については ， 辺材幅12)を考lぶして試験片の l;jl位を検討した結栄， すべて心材 nßであるこ

とが惟定できた。

一方 ， 商ニューブ リ テンim材の場合は， 紛心から半径のほぼ 1 /3 と 2/3 の円P，;J にはさまれた郎分より採

取し， 天然乾燥を行った後， 30X30x100 (前h方向) mm の二方柾試験片を作製している九乙れらの試

験片のうち ， Jll . 心材の l玄 )JIJが可能な枯nmについては， 辺材 1!IiiF) を考 l怠して試験片の部位を検討した結

果， スポンジアス (202) とダイゾ ックス (212) の 2 松HÆが辺材部で， その他の樹屈は心材 :'\jlである乙と

が抗l:;iiできた。

(4) 7J<1.川圧注入試験片 7)

樹心から半径の約 6096 の円周 lζ沿う l'!，jl分より採取し ， 3 X 3 X 60cm の試験片を作製している。乙れ

らの試験片のうち ， 辺 ・ 心材の区別が可能な樹砲について， 辺材幅7) 12 ) を考慮して試験片の部f立を検討し

た結果， I汲水試験片と全く同織に， スポンジアス (202) とダイゾックス (212) の 2 樹程が辺材部で， そ

の他の樹麗は心材 l".jlであるととが推定できた。

(5 ) 各試験片の ßíl位

( 1 ) から ( 4) までの各試験片の部位を樹麗ごとにまとめると次のようになる。

① 全郎の試験片が心材部の樹種 19 樹種 (26 個体〉

アルストニア (2) ，カナリ ウム (3)，イエローターミナ リ ア (4) ， レッドブラウンタ ーミナリ ア (5) ，

(6) , (7) , エリマ (8) ， カロ フ ィ Jレム (11) ， クイラ (13) ， ア Jレ ト カノレフ。ス (16) ， カメレレ (17) ，

(18) , (19) ， ウォ ーターガム (20) ， タウン (23) ， (24) , (25) ， タウン (26) ，ノマ ラキウム (27) ， セ Jレチ

ス (30) ， スロアネア (203) ， カンジス (206) ， ノマ、ンフィックメイフ。Jレ (211) , イ エローハードウッ ド

(215) ，ラン ラン (216) ， カメレレ (222) 。

② 吸水 ・ 水力日圧注入試験片が辺材抗告で ， 他の試験片は心材部の樹種 2 樹程 (2 個休〉
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スポンジアス (202) ， ダイゾックス (212) 。

③ 辺 ・ 心材の区別が不明な樹種(全部の試験片が樹心から半径の約

1 /3 と 2 /3 の円周にはさまれた部分より採取されてい る ) 13 樹穣 (13

個体)

クワン ド ン (9) ， マソ イ ア (12) ， ダイゾックス (14) ， アンチア リス

(15) ，ラブラ (21) ，エボジア (22) ， プランチョネラ (28) ， アンベ ロ イ

(29) ， ピメロデンド ロ ン (205) ， パラ Jレ ト カ Jレフ。ス (213) ，ホ ワ イト シ リ ス (217) ， ステルク リ ア (218) ，

ハードセノレチス (219) 。

3 . 染色試験

(1 ) 染料

使用した染料は， Farbenfabriken Bayer 社 (独) 製の Alizarine Brilliant Sky Blue R 1 82 ;;ぢ (C.

1. Name C. 1. Acid Blue 62) (以下 Alizarine と略記〉 と Cedar Brown 61250 (配合染料) (以下

Cedar Brown と略記) の 2 種類で， シナノキ ・ マカンパ ・ ハ リ ギ リ IC対する泣'透性が非常に良い染料で

ある8)0 Fig , 1 !ζ A，l izarine の構造式を示す。

(2) 染色方法

0， 596 濃度の染料水溶液を入れた小型のステンレス槽に， 各樹稜 2 枚ずつの単板を浸記1 して約 30 分間

で 90
0

C !ζ昇温した後， 90 分間保持 した。染色単板を風乾後， 染料浸透性の判定lζ供 した。

(3) 染料法透性の判定とその評価

染色単板を， 各方向lζ 数かlfrナイフで切断し， その断面を Jレーペで観察して染料浸透の度合を判定 し

た。そ して， 染料浸透性を次の 4 段階に評価した。

( @ ) 染料浸透性が非常に良い (単板の内部も ， 表面とほとんど同色lζ ， かつ均一に染色している) 。

( 0 ) 染料浸透性が良い(単板の内部も ， 表面より薄い色調ではあるが， 均一に染色している)。

( x ) 染料浸透性が悪い(単板の内部 l乙 ， 一部染色しない部分がある〉。

(x x) 染料浸透性が非常に悪い (単板の内部は， ほとんど染色しない)。

(@~O) と (O~x) は ， それぞれの中間的な染料浸透性を怠l床する。

皿結果と考察

Table 1 !乙染色試験の結果を示す。

1. 供試染料の浸透性

使用 した 2 程の染料は， 前述したように， 邦産のシナノキ ・ マ カ ンパ ・ ハ リ ギ リ への浸透性が， いずれ

も非常に良い (@) 染料である刊しかし， Table 1 から ， 両者の浸透性にはかなり差がある ζ とがわか

っ た。 Alizarine の場合は ， (@) が 10 樹種 (10 個体〕 で ( x x ) が 8 樹極 (11 個体〉 であるが， Cedar 

Brown の場合は， (@) が 23 樹種 (25 個体〉で ( x x ) が 4 樹種 (4 個体〉 である。また ， Cedar 

Brown の方が， Alizarine より i受透性が悪くなるのは ， ( x ) から (x x ) に なったウ 1 ーターガ、ム

(20) とスロアネア (203) の 2 樹程だけである。乙れらの結果から，一般にパフ。アニュ ーギニア材 IC対し

ては， Cedar Brown の方が圧倒的 !C浸透性が良いことがわかった。

一般に， 浸透性の良い染料とは，木材内部へ水分子とともに良く浸'透するものをいい， 浸透性の惑い
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染料の浸透性7)
Dy巴 permeability

Alizarine 
Brilliant 
Sky Blu巴
R 182% 

。。

全逐次抽出量5) 1 心部色の濃淡6)
Total amount I 
of successive IColor of inner 
extraction I part of wood 

(必〕
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(つづき) (Continued) 
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染料の浸透性円
Dye p巴rmeability

Alizarin巴
Brilliant 
Sky Blue 
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(つづき) (Continu巴d)

全乾比重1)

++ 3.72 41 66 59.9 0.66 216 

1. 49 601 141 35.9 0.36 217 

2.08 529 124 30. 1 0.33 218 

2. 14 426 118 51. 8 0.61 219 

種

Tab!e 1. 

Species 

樹

ラソラソ
Burckella macro抑da

ステルク 1) 7 
SteγC也lia pαγkinsonii 

ハードセノレチス
Celtis luzonica 

ﾗ ﾗ + 2. 76 149 45 35.0 0.41 222 カメレレ
Eucalyptus deglulりta

日
前ω
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N
中

Notes) 

1) Literature cited 10) , 11) 

2) Literature cited 10) , 11) 

3) Literature cited 6) , 7) 
4) Literature cited 7) 

5) Literature cited 6) , 21) 
6) Literature cited 20) 

一 : Light 

+ : Dark 
+ + : Extremely dark 

7) @・ ExcelIent

o : Good 

X : Poor 

x X : Very poor 

8こヨ~} In termedi府民

引用文献 10) ， 11) 

引用文献 10) ， 11) 

引用文献 6) ， 7) 

引用文献 7)

引用文献 6) ， 21) 

引用文献 20)

淡白

+ 濃い
++ ・ 緩めて濃い

7) @非常に良い

o 良い

x 惑い

xx 非常;(C惑い

8こQJ }それぞれの中間

注)

1) 

2) 

3) 

4) 

5) 

6) 



パフ。アニューギニア材の染料浸透性 (後藤 ・ 黒須 ・ 加藤 ・ 基太村・故郷池)

染料とは， 材中あるいは材表面において選択的吸着を起こし， 木材内部へはあまり浸透 しないものをい

う酌18)14)。 同じ樹積に対しても ， 染料によってその浸透性が兵なる現象は， 染料の化学構造の相違に起因

すると報告されているが13}14h 木報告では検討することができなかった。

2. 供試樹種の染料浸透性

一般に，染料の浸透性は薬剤の浸透性心日と同織に，;樹麗によ って非常 lζ奥なることが知られているS〉15〉0

TabI巴 1 の結果は，パフ。アニューギニア材の場合も，樹種聞の染料浸透性の差異が顕著である ζ とを示

している。

染料が木材内部へ良く浸透するためには，

① 木材 lと ， 染料が水溶液と して浸透できる通路が十分あ る乙と

② 染料と木材 との親和力があまり強 くなく ， 材中あるいは材表面で染料の選択的吸着が強く起きない

ζ と

が必要である。

そ乙で， Table 1 の結果jCi.];づき，供試樹程を染料浸透性の 2 つの観点一"染料の ix透通路の有1Ht" と

"染料の選択的吸着の強弱"ーで分知すると次のようになる。乙の分類は ， Cedar Brown の荻透性が非常

lζ良いことから， "Cedar Brown の浸透性が良い樹極は， その特性として染料の浸透する通路を十分有

している" , "Cedar Brown は ， 木材 lζ対してあまり選択的l及活を しない九 ということを法準lとして相

対的に行われている。

① 染料の浸透する通路を十分有する樹穏 : Cedar Brown で (@)の 23 樹程 (25 {1m体〉

そのうち ，

• AIizarin巴 でも (@)と (@~O) の 15 制極 (15 個体)は， 染料の選択的吸着を起こしにくいと考

えられるので， 染色111.板用原木としての実用性がある。

• AIizarine で (0) の 4 樹極 (4 個体) も染料の選択的吸器を強く起ζ さないと考えられる0

・ AIizarin巴 で ( x ) の 4 樹極 (6 個体〕は， 染料の選択的吸着を強 く 起乙すと考えられる。

② 染料の浸透する通路をかなり有する樹種 : Cedar Brown で (0) の 3 樹恕 (4 個体〉

そのうち，

• AIizarin巴で (0) の 1 樹TÆ (1 個体〉は染料の選択的政討を起乙しにくいと考えられる。

• AIizarine で ( x) と ( x x ) の 2 樹種 ( 3 {固体〉は ， 染料の選択的吸器を強く起ζすと考えられる。

③ 染料の浸透する通路があまり ， あるいはほとんどない樹種: Cedar Brown で (O~x) と ( x )

と ( x x ) の 9 樹程 (12 個体)

・ 乙れらの樹種は ， AIizarine でも (x) あるいは (x x ) なので， 木材内郎まで均一に染色するこ と

は困難であろう。

④ (①， ②， ③を通して〉染料の泣透する通路を有しながら， 材 clヨあるいは材表面において染料の選

択的|以若を強 く 起こす樹積 : Cedar Brown で(@) や (0) で ， AIizarine で ( x ) や ( x x ) の 6 制

強 (9 個体)

以後， 染料浸透性と木材の性質 ・ 特性との関係を検討する。その際， 染料の浸透通路を検討する場合に

は，おもに浸透性の良い Cedar Brown の結果lζ着目し ， 染料の選択的吸着を検討する場合には， おも

に④の 6 tl<l種 (9 個体) jC着目 した。
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染料浸透性と全乾比重との関係3. 

水や薬剤の浸透性と木材の比重との聞には，明l瞭な関係はないようである加。林らは，針葉樹 6 樹種lζ

一方， 葉石らおいて，7.kや数種の薬剤の浸透速度と比重との聞には関係がなかったと報告している 2)。

3!汲水面とも負の相辺材の場合，吸水量と容積重との聞には，は，邦産主要 70 樹種全体としてみると，

木口面では i!話相関 Ir近いと報告してい関があるが， 心材の場合， 板目面 ・ 柾目函では正の相関があり，

るお。そ乙で ， Tab!e 1 の結果に基づいて， 染料浸透性と全乾比重との関係、を Fig. 2 I乙示した。染料浸

x x) を ， 相対的な染料浸透性を段階的 lと表わすものとして用いている。x , 透性の言平価(@， 0 , 

マソイア (12) が全乾比重が 0.38 以下の樹種は，Fig. 2 における Cedar Brown の結果を見ると ，

(0) である以外は， 11 樹種 (11 個体) すべて(@)である。さらに， 全乾比重が 0.39~0.40 の 4 樹種

のうち ， カロフィルム (11) (x) を除 く 3 樹極は(@)である乙とから， 全乾比重が 0.40 以下の低比重

の樹極は染料のi浸透通路を十分有しているといえる。一方， 全乾比重が 0.41 以上の樹種は， 全比重範囲 l乙
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Fig. 2 染料浸透性と全乾比重との関係
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gravity in oven dry. 
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わたって (@) から ( x x ) までに分散しており ， 染料の浸透通路との関係、は見出せなかった。③で染料

全乾比重が O. 30~0. 66 にかたよらの選択的吸着を強く起こす樹程として分知l した 6 樹磁 (9 個体) は ，

ずに分布 しているので， 染料の選択的吸器と全乾比重との関係は見出せなかった。

染料浸透性と裏割れ率10) との関係4. 

染料浸透性と単板の哀割れとは，巨視的には密接な関係があるように思われる。しかし， 木材中のix透

すなわち ， 両染料とも ， ~見Fig.3 1<::示されている。道路と哀割れとは次元の異なるものである乙とが，

羽jれ率の高い樹種の方が染料tx:透性が良いというととはなく ， むしろ ， 哀割れ率の低い樹種の方が全体と

して染料浸透性が良い傾向を示している。木下らは， 同じ樹種のカメレレ (17) ， (18) , (19) とカメレレ

そ乙で， 全樹種について哀割(222) を比較して， 比重の11い方が哀割れ率も高い乙とを指摘している円。

比重と と もに哀割れ率も増加す全乾比重が 0. 53 までは，れ率と金jl吃比重との関係を Fig. 4 1ζ示した。

ζ の傾向と一致してカメレレの場合も ，0.53 以上では哀削れ率は逆lζ減少 してい く。る傾向を示すが，
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Relationship between ratio of lathe check depth to 
vene巴r thickness and specific gravity in oven dry. 

Fig. 4 か ら ， m割れ率が 359ぢ以下の樹程のほとんどが， 染料の浸透通路を十分有する低比重の樹種で

あるととがわかる。 Fig.3 において， 哀割れ率の低い樹種の方が染料浸透性が良い傾向を示したのは，

その影響によるものであろう。

哀割れ~;$.が 3 1. 8~70. 5% にかたよりなく分布し染料の選択的吸着を強く起こす 6 樹極 (9 個休〉は，

ており ， 染料の選択的吸着と装割れ率との関係は見出せなかった。

染料浸透性と吸水量6) との関係5. 

木材が7J<:の浸透する通路を十分有するか否かは， 染料の浸透にとって非常に重要な問題である。材中あ

るいは材表面における染料の選択的吸着のt~~はあるけれども，水の浸透しない所へは染料も浸透しない

からである。

その蘭を板自国と考えると ， 供試単板の各面の面積比は，染色lζ供した単板はロータリー単板なので，

*ニューブ リテン産材の単位面積当りの吸水量を各吸木口:板目:柾目 =1: 50 : 1 となる。業石らは，

水面別に比較すると，ほぽ，木口:板目:柾目 = 10: 3 : 2 の比率になると報告しているへそこで，供試

板目面単板の各面のl汲水量の比を， 面積比を考慮して求めると ， 木口:板目:柾目与5 : 75 : 1 となり，

パフ。アニュ ーギ.ニア材の中で，木また ，の吸水誌は木口面の股水量の約 15 倍になる乙とが考えられる。

フ。ランチョネラ7 ソイア (12) ，口面l及7.1<泣 iC対する板目断1汲水量の比が最も低いカロフィノレム (11) ，

{!l，試単板の板目面l以水晶は木口面l放水止の 8 倍以上である ζ とが推定できる。(28) などの場合でも6"

それゆえ， 木報告では， 板目前i汲71<.:[誌を引用して染料浸透性との関係を検討した。

Fig.5 Iζ ， 染料浸透性と吸水量 〈板目面〉 との関係を示す。 Cedar Brown, Alizarine f，lïj染料とも ，

1政7Jく昆が多い樹種ほど浸透性が良いという傾向を示している。

マソ イ ア (12) とラ ンラン (216)l汲7J<::[;l:が 60m g/cm2 .day 以上の樹種は，C巴dar Brown の場合，

一般に染料の浸透通路を

吸水♀が 60mg/ cm2 • day 以下の樹極は， 染料浸透性の評価が (@)から

パラキュウム (27) が (x) であるのを除くとすべて(@)となり，

十分有するととがわかった。

が (0) ，
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Fig. 5 染料浸透性と吸水晶 (板目而) との関係

Relationship betw巴巴n clye p巴rmeability ancl water absorption 

(Tang巴ntial section) ・

(x x ) までわかれてい るが， 染料の泣透通路の少ない樹砲は以水iJ1; も少ないということはいえる。

l放水量がu&水ECが 90 mgfcm2 ・ cl ay 以上のt!J，)砲はすべて (@) と (0) であり ，Alizarine の場合，

染料の選択的吸着を強く起また ，50mgfcm2 ・ clay 以下の樹駈は， 逆にすべて ( x ) と ( x x ) である。

染料の選択的l以訟は吸すべて吸水日が 80 mgfcm2 • clay 以下である乙とから ，乙 す 6 樹積 (9 個体〉は，

71<誌の少ない樹紐K.起 ζ りやすいと思われる。

そとエ リ マ (8) のように ， U&7l<fïlが~ lo: '':;\'K少ない樹程でも染料浸透性が (⑤〉 のものがある。一方，

l汲水試験で，エリ マ (8) の数値を供試以板にあてはめて， 木材 ~EISXliJl と!汲水il1との関係を調べてみた。

111別111の条fIは ， 50oC, 24 と染色試験の条件は異なるが， Alizarin巴でシナノキを染色する湯合， 90oC, 

250 C, 241時1mの l以水削除と gooC， 45 分間H守 IUìの条件と染料浸透速度において卜分Ig敵する ζ とから 17) , 

の染色試験とにおける吸水量はおおむね匹敵すると見なし ， 次の計算をした。

全 i;fZ比重を ro， U&水昆を A叩， 木材のJ'~比重を 1. 50 とする と ，

供~).\単板の体主~=5 . OX5. OXO.1=2. 5 cm3 

供試単板の空隙旦=2. 5 × (1 - iLト2.0 cm3 
¥- 1.50/ 

供ぷ単板の 1放水虫 (板自国) = (5. OX5. 0) X2xAw=1. 45 g 
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Fig. 6 吸水量 (50 mgfcm2 . day 以下) と全乾比重

との関係

Relationship between water absorption (und巴r

50mgfcm2.day) and specific gravity in oven 
dry. 

。

。

単板の空隙の約 7 割が供試単板の染色試験の場合IC は，すなわち，吸水量の少ないエリ'7 (8) でも ，

水で満たされている乙とが推測できた。

次lζ ， 木材空隙がすべて7}<で満たされ， 単板の空隙畳と単板の吸水量とが等しくなった場合を考える

と，次式が成立する 。

"(1) 2 以 (1一台百) =50 X A叫

一 (2)A叩=，，\-(1. 50一 向)
30 

(2) 式は縦取h切片 =0.050 (gfcm2 . day) ， 勾配=-J-，横~4b切片=
30 

A叩を縦軸 IC，ァ。を横軸 lととると，

1. 50 の直線で表わされる (Fig. 6)。乙の直線の下側 ICプロッ トされる樹穏の単板は， 染色試験中 lζ空隙

が完全に水で満たされないと推測できる。乙のような樹種は，エリマ (8)，クワンドン (9) ， ウォーター

ガム (20) の 3 樹積である。また， [放水による単板の休積膨張率を 10%6)7) と仮定して得られる直線

......(3) 1.1 
A叩=一一(1. 50-ω 

30 

これらの 5 樹磁のカメレレ (18) とタウン (23) の 2 樹磁が加わるのみである (Fig . 6) 。の下側には，

l汲水量はすべて 40mgfcm2 ・ day 以下であるが， Fig. 5 Iζ示したように Cedar Brown の浸透性は (@)

から ( x X ) まで一様に分布している。

以上の音1・t? 結果から，ほとんどの単板は， 染色試験中 lとその空隙が完全に7}<で満たされる乙と ， そして

前述した 5 樹磁の1~合で も，空隙の 7*IJ以上は水で満たされるととが推測できた。染料浸透性の評価と ，

染料の染着E ・染者部位との関係については， 本報告で明らかにするととはできなかった。

l汲水試験において，辺-l'，j';'';官を用いていると推定したスポンジアス (202) とダイゾックス (212) につい
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，

句
A

て， 木口面l汲J.ki立の半径方向の変動ノマターンからへ 心材部相当 l放水晶を推定 して Fig. 5 rとあてはめて

見たが， 矛盾する結果は示さなかった。

6. 染料浸透性と水加圧注入量との関係7 )

i江仮染色において， 減圧 ・ )Jj]圧下で染料水協放を注入し， 浸透性を良くし ， 能率を上け'ょうとする試み

がなされ始めている。 円浸透" は圧力廷に基づく流動現象なので16九 木材染色においても ， i威圧 ・ 加圧注

入の効果は期待される。

Fig.7 rζ ， 染料浸透性とJ!<}JIJ圧注入:[i]: (排気処}'11を合む) との |羽係を示す。

Cedar Brown の場介， 注入誌が 150kgfm 8 以上の樹程は ， 7'ソイア (12) が (0) である以外はす

べて(@) であり ， 染料の泣透ìIil路を十分有 していると いえる。注入品が 150kgfm8 以下の樹極は， ク

イ ラ (13) が(@)であるけれども ， ( x ) や ( x x ) の樹租極1がすべて合まれており ， 一般lにζ法

くない。 それゆえ， 染料の泣透通路の少ない樹積は氷加圧注入ili も少ないという乙とができる。

Alizarine の場合， Cedar Brown と比較すると ， 注入誌の全域にわたって浸透性が低下していること

。

Alizarine Brill ， a円 t Sky Blue R 182 可。

•. .i!2_• .JD2 = 

' .ー一一一 目ー一一一一・~・ーーーー一一・4

0 ト ぷ 一一一斗一一・-・一一一→一一一一ぷ
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xx 

Fig. 7 染料法透私|と7J<加圧注入品との関係

Relationship betw巴巴n dye permeability and water retention 

by pressur巴 treating method. 
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が示された。染料の選択的吸着を強く起こす 6 樹種 (9 個体) は，7.)<加圧注入量が 41~621kg/m3 11:分

布 しているが， 300kg/m3 以下にややかたよっている。

水加圧注入試験において，辺材部を用いていると推定したスポンジアス (202) とダイゾックス (212)

について，心材部相当注入量を推定する ととは不可能であったが， 注入置が半分に減少すると仮定しで

も ， Fig.7 の傾向とは矛盾しなかった。

7. 染料浸透性と材色の濃淡との関係

木材の色は， 樹tlli ・ 辺心材 ・ 樹齢 ・ 産地などによりさまざまであることは良く知られている。全体lζ淡

色な材の辺材の色は， 木材木来の色というべきものであり ， 木材の主成分のうち ， セノレロ ースとへミセル

ロースが無色であるととから ， リグニンの色に由来するといわれてい る加。一方， 木材の心材部の色は，

一般に辺材部の色より波色であり ， 収木材の色" と いう場合は，乙の心材部の色を指している。心材目別ζ

は， 辺材部よりも多量;の抽出成分が合まれ， 樹程によって特奥的な ζ とから，心材部の色は抽出成分に起

因 しているといわれてい る191 0

「未利用樹種の利用技術IC関する総合研究 (報告書) J20) において， 材色の濃淡と材の特性および材の加

工適性との関連が検討され， I汲水性・耐朽性 ・ 逐次対111:\成分量は材色の濃淡と密接な関係があると述べら

れている。乙の試みは， 材の諸特性の簡便な評価法として興味深い。

木項では， 抽出成分;昆 ・ l汲水量と材色との関:ìiliを参考にして ， 染料浸透性と材色の泌i淡との関係につい

て考終を試みた。

(1 ) 材色の浪淡と抽出成分品6) 21) との関係

Fig. 8 1 1: ， 材色の濃淡と金逐次抽出量との関係を示す。材色のi濃淡は， 心官官の色が淡白な材を(ー) ，

濃い材を (+ )， 極めて泌い材を (++) と表示する却〉。会逐次抽出量は，有機溶剤 4 種による逐次連続

抽出量の合計を表わしている 6) 21)。

i淡色材でも， カンジス (206) のように抽出量が多い樹種があり ， 抽出成分がすべて着色物質ではない

乙とを示している。浪色材では，クイラ(13) やウォーターガム (20) のように抽出量が圧倒的に多い樹

極もあり ， 全般的lζ ， ì段色の材ほど抽出量が多い傾向を示している。

++ • -ーー一副・ー・
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Fig. 8 心 部色の浪淡と金逐次抽出量との関係

Relationship between color of inner part of wood and total 
amount of successive extraction. 
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(2) 材色の淡淡と吸水晶61 との関係

Fig. 9 IC ， 材色の泌淡と l汲水量 (板目面)

との関係を示す。

淡色料のスポンジアス (202) とダイゾッ

クス (212) は ， 1，汲71<琵が非常 IC多い値を示

しているが，これらはともに ， 1，汲水試験にお

いて j21+"j )~jlが供された乙とが推定されてお

り ， 両者の心材)'，j)，f目当の政71<誌はかなり減少

して， それぞれのグループに接近する。淡色

材のクワンドン (9) は吸水量がiJl，古?に少な

いが， 全般的 l乙淡色材の方が吸7l<ßが多い

傾向を示している。

乙のように， Fig.8 と Fig . 9 の結:)1~は ，

「未利用樹磁の利用技術に関する総合研究

(報告主:') J 201 の指摘を裏付けるものである。

( 3) 染料浸透性と J llll1\成分:@:6)21) との関

係

材色との関連が指摘された吸水晶と染料泣

透性との関係、は ， すでに Fig.5 において，

羽市 tc街伎であることが示されている。

そこで， 同様に材色との関:Æが指摘された

全逐次Jlll 出品と染料浸透性との関係を Fig.

10 Iζ示す。

Cedar Brown の場合， クイラ (13) とカ
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る。

ンジス (206) の 2 樹種は，抽出量が非常に

多いのにもかかわらず良い浸透性を示 してい

るが， 全般的lζ ， 抽出量が多くなると浸透性

が低下し， 染料の浸透過路が減少する乙とが

明らかである。

Alizarine の場合も ， ほぽ同様の傾向を示

している。

染料の選択的政15を強く起こす 6 樹極 ( 9

1自体〉 の全逐次抽出品は， 1. 50~3. 725ぢの

聞に分布しており ， 選択的吸着と1lI1 出量との

聞の関係は明確ではない。

(4) 染料浸透性と材色の泌j炎との関係、

l放水晶と拍出成分誌とが， 材色と染料浸透

性とにそれぞれ関連があることから ， 染料浸

透性と材色の濃淡との関係を検討し， Fig. 

11 に示す。

C巴dar Brown の場合， 1-炎色材のうち，吸

水量が非常に少ないクワンドン (9) が (X) ，

特異な挙動をするマソイア (12) が (0) で

ある以外は， 1 5 樹種 (15 個体〉 が (@) と

非常に良い浸透性を示 し， 淡色材のほとんど

は染料の浸透通路を十分有している乙とがわ

かった。一方， ~色材でも ， 染料の浸透通路

を十分有する樹穫はかなり多いが，染料の浸

透通路の少ない樹種のほとんどは桜色材であ

Alizarine の場合は， 淡色料は浸透性が良く ， 11良色材は浸透性が惑いという傾向を顕著に示 してい る。

C巴dar Brown と Alizarine の両染料とも良い浸透性を示す 15 樹極 (15 個体)のうち， スポンジアス

(202) とダイゾッ クス (212) 以外の 13 樹程 (13 個体〉は淡色材である。

また，染料の選択的吸着を強く起乙す 6 桔Hill (9 個体) の材色は ， (一〉が 1 樹種 (1 個体) (ア ルトカ

ノレフ。ス (16)) ， (+)が 4 樹種 (6 個体)， (+ +)が 2 樹種 (2 個体〉である。 乙のことから ， 染料の選

択的吸着[立浪色材に強く起きやすいということがいえる。

IV まとめ

未利用樹極研究班(林試〕が， íパフ。アニュ ーギニア材の加工的性質」の試験に供 した樹極のうち 34 樹

種 (41 個体〉について ， 2 種の酸性染料を用いて 染料浸透性の試験を行った。そ して， 材の染色用単板

としての実用性を検討すると同H寺 l乙，材の性質 ・ 特性と染料浸透性との関係、について考察した。その要約
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は次のようである。

(1 ) 全樹種lζ対して ， Cedar Brown 61250 (Cedar Brown と略記) の方が Alizarine Brilliant 

Sky Blue R 18296 (Alizarin巴と略記) よりも ， 圧倒的に良い浸透性を示した。それゆえ， 染料の浸透

過路の有無の判定は Cedar Brown の結果 Ir基づき ， 材中あるいは材表面における染料の選択的吸着lζ

関しては Alizarin巴 の結果を参考にして， それぞれ検討を加えた。

(2) 樹種によって染料浸透性は非'/ß' に異なった。

Cedar Brown と Alizarine の両染料ともに良い浸透性を示す樹紐は 15 樹程 (15 個体〉あり，これら

の樹極は染色単板用原木としての実用性があると考えられる一一アルス トニ ア (2) ， ダイゾ ックス (14) ，

アンチア リ ス (15) ，ラ ブラ (21) ，エ ボジア (22) ， プランチョネラ (28) ， アンベロイ (29) ， セルチス

(30) ， スポンジアス (202) ， ピメ ロ デンド ロン (205) ， カンジス (206) ， ダイゾックス (212) ，ノマラノレト

カ Jレフ。ス (213)，ホワイトシリス (217) ， ステJレク リ ア (218) 。

一方，両染料とも浸透性の惑い樹'fillは 9 W極 (12 個体〉 あり ， これらの樹艇を材内部まで均一に染色

することは困難である一一一クワンドン (9) ，カロ フィルム (11) ， カメレレ (19) ， (222) , ウォーターガ

ム (20) ， タウン (23) ， (24) , (25) ， タウン (26) ， ノ f ラキュウ ム (27) ， スロアネア (203) ， ノマシフイツ

クメイプノレ (211) 。

染料の浸透する迎路を有しながら ， 材中あるいは材表面において染料の選択的吸着を強く起とす樹極は

6 樹種 (9 個体〉 ある一一ーレッドブラウンタ ー ミナリア (5) ， (6) , (7) , エリマ (8) ， アル トカ Jレプス

(16) ，カ メ レ レ (17) ， (18) ， イエローハードウッド (215) ，ランラン (216) 。

(3) 全乾比重が 0. 40 以下 の樹植は Cedar Brown の泣'透性が非常に良く ， カロフィルム (11) が

( x ) ，マソイ ア (12) が (0) であるのを除くと ， 14 樹種 (14 個休〉すべてが((9)) となり ， 染料の浸

透通路を十分有しているといえる。

会乾比重が 0.41 以上の樹極は， 全比重純聞にわたって (@) から ( x x ) まで分散 しており ， 染料の

浸透通路と比重との関係は見出せなかった。

(4) 装割れ率と染料琵・透性との閥 lζ は ， 特lζ関係は認められなか っ た 。

(5) I汲水量 (板目面) が 60mgfcm2 .day 以上の樹穏は ， Cedar Brown の場合， 7 ソ イア(12) と

ランラン (216) が (0) ， ノマラキュウム (27) が (x) である以外は， 20 樹種 (20 個体)すべて(⑤)

となり ， 染料の浸透通路を十分有していると いえ る。 l汲水量が 60 mgfcm2 ・ day 以下の樹種は (@) から

(x x ) までに分散しており ， 染料の浸透通路との関係は明確ではないが， 全体的に染料の浸透通路の少

ない樹種は吸水量も少ないという傾向がある。

Alizarin巴 の場合も ， !汲水量の多い樹程の方が浸透性の評価が良い。 l汲水虫が 90mgfcm2 ・ day 以上の

樹種はすべて (⑤〕 と (0) であり ， 逆lζ吸水量が 50mgfcm2 ・ day 以下のfM'fillはすべて ( x ) と ( x x) 

である。

木材の吸水量lζ基づく計算lとより ， ほとんどの樹湿の供試単板は， 染色試験中 Ir飽水状態になるととを

推定した。

(6) 7.1<.加庄注入品が 150kgfm3 以上の樹種は ， Cedar Brown の場合， マ ソイ ア (12) が (0) で

ある以外は， 22 樹極 (24 個体) すべて (@)とな り ， 染料の浸透通路を十分有しているといえる。 7Jく加

圧注入品が 150kgfm3 以下の樹極は，クイラ (13) が(@)であるけれども ， ( X ) と ( x x ) の樹恐が
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すべて含まれているととから，染料の浸透通路の少ない樹種は水加圧注入量も少ないといえる。

Alizarine の場合， Cedar Brown と比較すると ， 71<加圧注入品の全域にわたって浸透性の低下が顕著

に示された。

(7) 木材中あるいは材表面における染料の選択的l以着は， 吸水i孟 (板自国〉 の少ない樹種 (80mg!

cm2 .day) に起きやすく ， 全乾比重 . N割れ率 ・ 水加圧注入呈との関係は明確ではなかった。

(8) マソイア (12) は ， 染料の浸透通路を十分有すると判定した 全乾比重 ・ l汲水量(板自国) ・ 水加

圧注入量の 3 条件のすべてを制たしているが，浸透性の評価は (0) であり ， 一方， クイラ (13) は 3 条

件をすべて満たしていないが(@) であった。

(9) 心部の材色が淡白な樹極は， クワンドン (9) とマソイア (12) を除いて， 染料の浸透通路を十

分有しており ， 染料の選択的吸着は心部の材色が泌い樹極iC起きやすい。

本報告をまとめるにあたり ，ど指導をいただきました岩下 11全林産化学第一科長に感謝申 し上げます。
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Dye Permeability of Papua New Guinea Woods 

Kimiko GOTÔ (1 ), Hiroshi KUlWS U(2), Sh�hir� KATÔ叩，

Y�o KITAMURAは ) and the late Kiyoshi HORICKEω 

Summary 

The dye perm巴abi lity of some Papua New Guinea woods (34 species, 41 logs) by two acid 
dyes was investigat巴d. The practical us巴 of woods for ven巴巴r dyeing was discuss巴d as weJl 

as the relationships between dy巴 perm巴ability and some wood prop巴rties.

The results ar巴 summarizecl as follows : 

1. Cedar Brown 61250 shows much better permeability of veneers than Alizarine Brilliant 

Sky Blu巴 R 18296 over the whole sp巴Cl巴s.

2. Dy巴 perm巴ability clepends on the sp巴cies a lot. 

Ther巴 are 15 species (15 logs) that show exc巴llent p巴rm巴ability with both dy巴s and that 

seem to have a practical value for veneer clyeing; Alstonia (2) , Dysoxylum (14) , Anliaηs (15) , 

Anlhoce�halus (21) , Evodia (22) , Planchoηella (28) , Pterocymbium (29) , Celtis (30) , S�ondias 

(202) , Pimelodendron (205) , Garcinia (206) , Dyso凡ylum (212) , Paml'toCa1�us (213) , Ailanthus (217) 

and Sterculia (218). 

On the other hand , there are 9 species (12 logs) that show very poor permeability with 

both dy巴s and it is difficult to dye these species; Elaeocar�us (9) , Calo戸hyllum (11) , Eucaly�lus 

(19) , (222) , Syzygium (20) , Pomelia (23) , (24) , (25) , Pometia (26) , Palaquium (27) , Sloanea (203) 

and Amoora (211). 

3. The p巴rm巴ability of a woocl dep巴nds on the dyes b巴caus巴 the degree of selecti v巴 ad

sorption of dyes on the surface or inside the wood is different. 

The selective aclsorption of dyes occurs remarkably in 6 sp巴cies (9 logs); Terminalia (5) , 

(6) , (7) , Oclomeles (8) , A rlocarpus (16) , Eucalyptus ( 17) , (18) , Neonauclea (215) and Burckella 

(216). 

4. Cedar Brown 61250 shows exc巴llent perm巴ability in the following species; 

(1) the species with an oven dry specific gravity under 0.40 except CaloPhyllum (11) and 

Cryptocarya (12). 

(2) the species with a wat巴r absorption (tangential section) of over 60 mgfcm2 per day 

巴xc巴pt Cry�locarya (12) , Palaquiul刊 (27) ancl Burc!lella (216). 
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(3) the species with a water retention by the pressure treating method of over 150 kgfmS 

except Cryptocarya (12). 

(4) 1:河 tsia (13) , which is not entir巴ly related to (1) , (2) and (3). 

lt is considered that these species essentially possess 巴nough pores for dye permeation. 

5. There is no relationship between the ratio of lathe check depth to veneer thickness 

and dye permeability. 

6. The selective adsorption of dyes has a tendency to occur in the species with a small 

amount of water absorption. 

7. Th巴 species in which the inner part of the wood has a light color possess enough pores 

for dye permeation exc巴pt Elaeocaゆus (9) and Cryptocarya (12) , and the sel巴ctive adsorption 

of dyes tends to occur in the sp巴cies in which th巴 inner part of the wood has a dark color. 


